
議案第２９号 

   天理市総合計画基本構想の策定について 

 天理市議会の議決すべき事件に関する条例（平成26年12月天理市条例第28号）

第２条第１号の規定により、別紙のとおり天理市総合計画の基本構想を策定す

るため、議会の議決を求める。 

  令和２年３月３日提出 

天理市長 並 河  健  
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１．策定趣旨 
 

本市では、平成22（2010）年4月に天理市第5次総合計画を策定し、「つながり、に

ぎわい・未来を創造するまち」の将来都市の実現に向けて各種施策を展開しており、令和

元（2019）年度に目標の最終年次を迎えました。 

この間、少子高齢化の進行、急速な情報化の進展、地球規模での環境問題の深刻化、

大規模な自然災害の発生等、第5次総合計画の策定時点での想定を上回る社会・経済

環境の変化が生じており、自治体の枠組みや地方財政制度が大きく変化しつつある中で、

将来のまちの姿を見据え、より戦略的な視点を持った自治体運営が市政に求められてい

ます。 

国において、平成26（2014）年11月に「まち・ひと・しごと創生法」が制定されたこ

とを受け、本市においても、平成27（2015）年10月に「天理市人口ビジョン」及び「天理

市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「総合戦略」という。）」を策定し、地方創生に

向けた取組みを積極的に進め、第5次総合計画と同じく令和元（2019）年度に最終年

次を迎えました。 

総合戦略は人口減少克服や地方創生に対応した将来にわたって活力あるまちづくり

を展開するために重点的に取り組むべき重要な施策であることから、本市においては、第

１期総合戦略で根付いた地方創生の意識や取組みを継続して取り組んでいくための指

針として、第２期総合戦略を策定します。 

令和2（2020）年度を初年度とする天理市第６次総合計画においては、第2期総合戦

略を統合させ、これまでの進捗状況や新たな課題を把握・整理し、本市が目指す方向性

を明確にするとともに、社会経済状況の変化等、本市を取り巻く諸状況を認識した上で、

将来起こり得る厳しい未来を見据え、総合的かつ戦略的な視点に立ち、実効性のある市

政運営の指針として第６次総合計画を策定します。 




























































